
ポール先生
ありがとうございました

　英語指導助手のポール・ライダー先生が、任期を終え 7 月
で国見町を離れることになりました。ポール先生は平成 25 年
8 月から 3 年間にわたり、子どもたちへの英語指導にあたりま
した。ポール先生からのメッセージを紹介します。

国見町のみなさんへ

　私はポール・ライダーと申します。国見町に住ん
で 3 年になります。その間、ALT（英語指導助手）
として県北中学校と国見小学校とくにみ幼稚園の子
どもたちに英語を教えてきました。
　国見町の子どもたちは本当にすばらしいと思って
おります。なぜなら、人の気持ちを理解でき、勉強
のやる気があって、そして、とても優しいからです。
私はこんな素晴らしい生徒は見たことありません。
国見町の食べ物、鹿島神社例大祭、文化、国見町の人々
と話すことなど、全てにおいて、国見町の生活を楽
しみ、素敵な思い出を作ることができました。
　でも、お別れを言わなければならない時が来ま
した。国見町での経験を決して忘れません。この
愛する国見町との別れはとても辛いのですが、
国見町が第 2 番目の地元だと思っております。
だから Goodbye「さよなら」は言いません。
その代わりに See you again「また会いましょ
う」と言います。
　みなさん、ありがとうございました。
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掲載された夏休みの友

掲載された箇所（抜粋）
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